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●
は
じ
め
に

　

筆
者
は
、
二
〇
〇
五
年
一
〇
月
か
ら
二
年
間
、

天
然
資
源
環
境
省
の
地
方
環
境
事
務
所
（
全
国
に

一
六
の
地
方
事
務
所
が
あ
る
）
に
Ｓ
Ｖ
（
シ
ニ
ア

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
と
し
て
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
か
ら
三
名
の

グ
ル
ー
プ
派
遣
で
派
遣
さ
れ
、
チ
ェ
ン
マ
イ
県
の

サ
ン
カ
ン
ペ
ン
町
と
パ
ー
サ
ン
町
で
ご
み
の
組
成

調
査
を
寒
季
・
暑
季
・
雨
季
の
年
三
シ
ー
ズ
ン
行

い
、
廃
棄
物
管
理
計
画
試
案
（
参
考
文
献
①
）
を

作
成
す
る
な
ど
、
廃
棄
物
管
理
支
援
に
従
事
し
た
。

そ
の
中
で
知
り
得
た
タ
イ
の
ご
み
処
理
・
リ
サ
イ

ク
ル
状
況
を
報
告
し
、
そ
の
問
題
点
と
今
後
ど
ん

な
援
助
が
望
ま
れ
る
の
か
を
記
述
し
た
い
。

●
タ
イ
の
ご
み
処
理
は
混
合
収
集・
埋

め
立
て
処
理

　

タ
イ
で
は
ご
み
は
混
合
収
集
さ
れ
、
ほ
と
ん
ど

す
べ
て
埋
立
地
に
運
ば
れ
て
い
る
。
混
合
収
集
と

は
、
ご
み
を
分
け
ず
に
、
生
ご
み
も
す
べ
て
分
別

せ
ず
に
一
つ
の
袋
に
入
れ
、
一
軒
家
で
あ
れ
ば
、

道
路
に
面
し
た
門
の
前
に
置
か
れ
た
ご
み
容
器
に

入
れ
る
か
、
奥
ま
っ
た
家
で
は
、
収
集
車
が
入
れ

る
道
路
の
歩
道
上
に
ご
み
の
入
っ
た
袋
を
置
く
。

収
集
は
週
に
二
、三
回
、自
治
体
に
よ
っ
て
は
、土・

日
を
除
く
毎
日
収
集
し
て
い
る
。
日
本
の
自
治
体

の
よ
う
な
大
型
焼
却
場
は
観
光
地
で
埋
立
地
が
な

い
プ
ー
ケ
ッ
ト
と
サ
ム
イ
及
び
ラ
ン
プ
ー
ン
に
し

か
な
い
（
参
考
文
献
②
）。

　

廃
棄
物
に
関
す
る
法
律
と
し
て
は
、
一
九
四
一

年
の
公
衆
衛
生
法
が
あ
り
、
ご
み
箱
の
設
置
や
収

集
、
処
理
の
手
順
、
収
集
料
金
の
設
定
、
公
共
の

場
所
へ
の
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
禁
止
、
一
般
的
な
公

衆
衛
生
の
道
徳
や
秩
序
の
確
保
な
ど
が
明
記
さ
れ

て
い
る
。
一
九
六
二
年
の
改
正
で
は
、
家
庭
、
工

場
な
ど
の
事
業
者
に
、
ご
み
の
収
集
が
有
料
化
さ

れ
、
家
庭
・
事
業
所
に
は
料
金
支
払
い
義
務
が
課

さ
れ
た
。
一
九
八
五
年
に
は
有
料
制
の
額
が
、
そ

れ
ま
で
の
一
〇
倍
に
当
た
る
月
額
四
〇
バ
ー
ツ

（
バ
ー
ツ
の
額
の
三
倍
が
ほ
ぼ
円
の
額
）
を
上
限

と
す
る
現
行
料
金
に
改
正
さ
れ
て
い
る
（
参
考
文

献
③
）。
た
だ
し
サ
ン
カ
ン
ペ
ン
町
で
我
々
が
調

べ
た
結
果
で
は
、
料
金
収
入
は
埋
立
地
運
搬
委
託

費
の
約
六
分
の
一
を
賄
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
た
。

　

①
埋
立
地
の
遠
方
化

　

チ
ェ
ン
マ
イ
市
周
辺
で
は
、
一
九
九
八
年
以
前

の
埋
立
地
は
、
中
心
市
街
地
か
ら
わ
ず
か
一
一
キ

ロ
の
サ
ン
サ
イ
郡
タ
ン
ボ
ン
・
ノ
ン
ハ
ー
ン
に

あ
っ
た
が
、
一
杯
と
な
っ
た
た
め
に
、
市
街
地
か

ら
約
九
〇
キ
ロ
の
ホ
ッ
ト
郡
タ
ン
ボ
ン
・
バ
ー
ン

ダ
ー
ン
の
メ
ー
ユ
イ
村
に
埋
め
て
い
た
（
参
考
文

献
④
）。
し
か
し
、
住
民
の
反
対
が
強
く
、
現
在

は
ス
コ
タ
イ
県
と
タ
ー
ク
県
付
近
、
市
街
地
か
ら

約
二
五
〇
キ
ロ
の
埋
立
地
に
民
間
委
託
で
運
ば
れ

て
い
る
と
聞
く
。
自
治
体
さ
え
も
場
所
を
知
ら
な

い
。
日
本
と
同
様
タ
イ
で
も
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｂ
Ｙ
（N

ot 
In M

y Back Y
ard

）
の
た
め
に
埋
立
地
を
探

す
の
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
そ
う
は

言
っ
て
も
、
タ
イ
は
日
本
の
人
口
の
約
半
分
（
約

六
二
八
二
万
人
）
に
対
し
て
、
日
本
の
約
一・
四

倍
の
面
積（
五
一・四
万
平
方
キ
ロ
）も
あ
る
か
ら
、

反
対
運
動
の
起
こ
ら
な
い
辺
鄙
な
原
野
を
探
す
こ

と
は
可
能
で
、
そ
れ
が
業
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
と
な
り
、

埋
立
地
を
公
表
で
き
な
い
理
由
と
な
っ
て
い
る
。

　

②
タ
イ
の
最
新
の
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
は
混

合
収
集
を
前
提
に
し
た
巨
大
な
施
設

　

天
然
資
源
環
境
省
は
リ
サ
イ
ク
ル
を
進
め
て
ご

み
を
減
ら
し
て
い
こ
う
と
い
う
計
画
を
持
ち
、
リ

サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
予
算
を
得
て
、
各
自
治
体

に
ご
み
の
広
域
処
理
の
計
画
案
を
募
ら
せ
た
こ
と

舟
木
賢
徳

リポート現 地

タ
イ
の
廃
棄
物
処
理
・
リ
サ
イ
ク
ル
事
情
と

今
後
の
援
助
の
方
向
性
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処
理
の
流
れ
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
収
集

さ
れ
た
生
ご
み
も
資
源
ご
み
も
混
合
さ
れ
た
袋
は
、

ま
ず
人
手
で
リ
タ
ー
ナ
ブ
ル
び
ん
の
抜
き
取
り
が

行
わ
れ
、
そ
の
後
機
械
で
破
袋
さ
れ
て
ベ
ル
ト
コ

ン
ベ
ヤ
で
二
階
に
上
げ
ら
れ
、
コ
ン
ベ
ヤ
上
を
流

れ
る
間
に
、
六
○
種
類
の
ボ
ッ
ク
ス
に
資
源
ご
み

を
抜
き
取
り
投
げ
込
ん
で
い
く
。
一
人
が
四
種
類

の
資
源
ご
み
を
抜
き
取
る
と
す
る
と
、
コ
ン
ベ
ヤ

上
の
一
ラ
イ
ン
に
一
五
人
が
張
り
付
け
ら
れ
る
こ

と
に
な
る
。
日
本
で
こ
ん
な
に
多
く
の
人
が
張
り

付
け
ら
れ
た
現
場
は
見
た
こ
と
が
な
い
。
コ
ン
ベ

ヤ
の
先
は
、
破
砕
機
で
七
〇
×
七
〇
ミ
リ
に
破
砕

さ
れ
、
こ
れ
以
下
の
も
の
は
、
コ
ン
ポ
ス
ト
作
成

ラ
イ
ン
に
流
れ
て
い
く
。
こ
こ
で
は
さ
ら
に
七
×

七
ミ
リ
に
ま
で
破
砕
さ
れ
、
そ
し
て
ふ
る
い
に
か

け
ら
れ
た
後
、長
さ
三・五
メ
ー
ト
ル
、幅
が
一・五

メ
ー
ト
ル
程
の
床
に
空
気
を
送
る
パ
イ
プ
が
敷
か

れ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
部
屋
で
コ
ン
ポ
ス
ト
化
さ

れ
る
。
こ
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
部
屋
が
約
四
○
基

設
置
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
七
〇
×
七
〇
ミ
リ
以

上
の
大
き
さ
の
ご
み
、
主
と
し
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

袋
は
、
圧
縮
さ
れ
て
ブ
ロ
ッ
ク
に
さ
れ
、
隣
接
の

衛
生
埋
立
地
に
埋
め
立
て
ら
れ
る
。
こ
の
ブ
ロ
ッ

ク
は
将
来
的
に
は
Ｒ
Ｄ
Ｆ
（
廃
棄
物
固
形
燃
料
）

に
処
理
さ
れ
る
計
画
と
聞
い
た
。

　

問
題
点
と
し
て
は
、
ま
ず
セ
ン
タ
ー
の
処
理
能

力
が
一
日
三
〇
〇
ト
ン
と
巨
大
な
こ
と
で
あ
る
。

三
地
域
の
人
口
は
現
在
約
二
四
万
人
、
一
人
一
日

当
た
り
の
ご
み
排
出
量
は
、
天
然
資
源
環
境
省
の

Ｐ
Ｃ
Ｄ
（Pollution Control D

epartm
ent

）

の
二
〇
〇
一
年
の
調
査
（
参
考
文
献
⑤
）
に
よ
る

が
あ
る
。
こ
れ
に
応
募
し
た
の
が
、
チ
ェ
ン
マ
イ

県
最
北
端
の
フ
ァ
ー
ン
郡
の
ヴ
ィ
エ
ン
フ
ァ
ー
ン

が
中
心
に
な
っ
た
四
つ
の
テ
ー
サ
バ
ー
ン
（
都
市

部
の
基
礎
自
治
体
）
と
一
七
の
タ
ン
ボ
ン
自
治
体

（
農
村
部
の
基
礎
自
治
体
）
の
自
治
体
間
協
力
か

ら
な
る
組
織
と
、
チ
ェ
ン
マ
イ
県
広
域
自
治
体

（Provincial A
dm
inistration O

rganiza-
tion

＝
Ｐ
Ａ
Ｏ
、
サ
ン
サ
イ
、
サ
ン
カ
ン
ペ
ン
、

ド
イ
サ
ケ
ッ
ト
の
三
つ
の
郡
の
広
域
自
治
体
）
と

チ
ェ
ン
マ
イ
市
で
あ
る
。
結
局
、
フ
ァ
ー
ン
と
Ｐ

Ａ
Ｏ
に
予
算
が
交
付
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
埋
立

地
を
併
設
し
た
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
が
両
地
に

作
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
フ
ァ
ー
ン
の
方
は

二
〇
〇
五
年
に
完
成
、
稼
働
し
て
い
る
。
処
理
能

力
は
一
日
一
五
○
ト
ン
、
建
設
費
は
二
億
一
四
○

○
万
バ
ー
ツ
。
ド
イ
サ
ケ
ッ
ト
の
方
は
、

二
〇
〇
五
年
に
建
設
が
始
ま
り
、
二
〇
〇
八
年
六

月
の
完
成
予
定
。
場
所
は
、
チ
ェ
ン
マ
イ
中
心
市

街
地
か
ら
車
で
約
一
時
間
、
主
要
道
路
か
ら
一
五

分
程
で
、
そ
の
間
、
畑
と
原
野
が
続
く
。
作
業
は

民
間
に
委
託
さ
れ
る
予
定
。
建
設
費
は

四
億
六
五
〇
〇
万
バ
ー
ツ
。

　

収
集
は
今
ま
で
通
り
混
合
収
集
で
、
収
集
作
業

員
に
よ
る
抜
き
取
り
も
黙
認
さ
れ
る
予
定
。
つ
ま

り
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
今
ま
で
の
収
集
方
法
を

変
更
す
る
こ
と
な
く
、
収
集
し
た
ご
み
を
、
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
で
分
別
、「
売
れ
る
物
」（
カ
ヤ・

カ
ー
イ
ダ
イ
＝
タ
イ
語
）
は
売
却
し
、
生
ご
み
も

コ
ン
ポ
ス
ト
化
し
、
残
っ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
袋

類
等
は
四
角
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
圧
縮
さ
れ
埋
め
立
て

ら
れ
る
。

と
、
都
市
地
域
が
〇・四
～
一・九
キ
ロ
、
地
方
が

〇・四
～
〇・六
キ
ロ
と
試
算
さ
れ
て
い
る
。
我
々

が
組
成
調
査
し
た
サ
ン
カ
ン
ペ
ン
町
で
は
、
一
人

一
日
当
た
り
の
排
出
量
は
不
法
投
棄
や
野
焼
き
量

も
含
め
て
七
〇
五
グ
ラ
ム
と
推
測
し
て
い
る
。

三
〇
〇
ト
ン
と
い
う
の
は
、
一
人
一
日
当
た
り
一

キ
ロ
、
人
口
三
○
万
人
と
し
て
計
測
さ
れ
た
数
字

な
の
だ
。
つ
ま
り
、
セ
ン
タ
ー
の
耐
用
年
数
二
〇

年
の
間
に
三
地
区
の
人
口
が
三
〇
万
人
、
一
人
一

日
当
た
り
の
ご
み
量
が
一
キ
ロ
に
な
る
。
そ
れ
を
、

日
曜
を
除
く
毎
日
収
集
す
る
と
い
う
前
提
で
作
ら

れ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
設
計
思
想
に
は
、

将
来
住
民
研
修
等
に
よ
り
ご
み
減
量
と
リ
サ
イ
ク

ル
を
進
め
て
ご
み
量
を
減
ら
し
て
い
こ
う
、
だ
か

ら
規
模
の
小
さ
な
施
設
を
作
ろ
う
と
い
う
思
想
は

な
い
。
日
本
の
よ
う
な
ご
み
処
理
基
本
計
画
も
作

ら
れ
て
い
な
い
。

　

も
う
一
つ
の
問
題
点
は
コ
ン
ポ
ス
ト
の
質
で
あ

る
。
い
ろ
い
ろ
な
ご
み
が
混
ざ
っ
た
状
態
で
破
砕

さ
れ
る
の
で
、
コ
ン
ポ
ス
ト
化
さ
れ
て
も
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
破
片
が
混
ざ
り
、
埋
立
地
に
運
ぶ
し
か

な
い
こ
と
で
あ
る
。

●
リ
サ
イ
ク
ル
の
方
法
と
そ
の
問
題
点

　

ご
み
が
混
合
収
集
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
も
、

び
ん
・
缶
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
紙
な
ど
の
「
売
れ

る
ご
み
」
が
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
て
い
な
い
わ
け
で

は
な
い
。
ビ
ル
や
官
庁
、
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
な
ど

で
は
ご
み
箱
に
混
ぜ
て
捨
て
ら
れ
た
ご
み
か
ら
、

管
理
人
や
ビ
ル
の
清
掃
人
が
「
売
れ
る
ご
み
」
を

抜
き
取
り
サ
ー
レ
ン
（Saaleng

）
に
売
却
し
て

タイの廃棄物処理・リサイクル事情と今後の援助の方向性
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い
る
。
サ
ー
レ
ン
と
は
三
輪
車
か
ら
来
た
言
葉
と

言
わ
れ
（
参
考
文
献
②
）、
街
角
な
ど
の
ご
み
箱

や
各
家
庭
の
ご
み
箱
か
ら
抜
き
取
っ
た
り
、
家
庭

や
事
業
所
か
ら
資
源
と
な
る
ご
み
を
買
い
取
っ
た

り
す
る
リ
サ
イ
ク
ル
業
者
で
、
自
分
の
店
を
持
っ

て
い
な
い
。
自
分
の
店
を
持
っ
て
い
る
の
が
仲
買

人
で
あ
る
。
仲
買
人
は
、
資
源
ご
み
を
サ
ー
レ
ン

や
一
般
の
人
、
事
業
所
か
ら
買
い
取
り
、
そ
れ
を

選
別
・
洗
浄
・
圧
縮
な
ど
を
し
て
付
加
価
値
を
高

め
、
資
源
ご
み
の
最
終
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
る
製
造
会

社
に
売
る
。
以
上
の
家
庭
・
事
業
所
か
ら
サ
ー
レ

ン
や
仲
買
人
が
買
い
取
っ
た
り
拾
っ
た
り
し
た
資

源
ご
み
量
は
、
全
体
の
資
源
ご
み
一
人
一
日
当
た

り
約
二
二
一
グ
ラ
ム
の
四
割
を
占
め
て
い
る
（
表

１
）。

　

①
収
集
作
業
員
が
抜
き
取
っ
て
い
る
資
源
ご
み

量
は
少
な
い

　

収
集
作
業
中
に
は
資
源
ご
み
の
抜
き
取
り
が
行

わ
れ
て
い
る
。
サ
ン
カ
ン
ペ
ン
町
で
見
学
し
た
収

集
作
業
の
手
順
を
紹
介
し
よ
う
。
収
集
車
は
、
両

開
き
の
扉
が
上
に
開
く
だ
け
の
収
集
車
が
多
い
が
、

こ
こ
で
は
ご
み
を
圧
縮
す
る
装
置
を
持
つ
パ
ッ

カ
ー
車
の
収
集
状
況
を
説
明
す
る
。
車
に
は
、
運

転
手
が
一
名
に
、
ご
み
袋
を
収
集
す
る
人
、
ご
み

袋
の
収
集
の
他
に
道
路
に
落
ち
て
い
る
ご
み
を
拾

う
人
、
パ
ッ
カ
ー
車
後
部
の
隙
間
に
立
っ
て
、
ご

み
袋
を
切
り
開
き
、
売
れ
る
物
を
探
す
人
の
四
人

が
乗
り
込
む
。
後
者
の
作
業
員
は
、
び
ん
や
缶
・

金
属
類
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ボ
ト
ル
、
段
ボ
ー
ル
を

ご
み
袋
か
ら
抜
き
取
り
、
後
部
に
吊
り
下
げ
た
大

き
な
ご
み
袋
に
詰
め
込
み
、
一
杯
に
な
っ
た
ら
、

車
の
屋
根
や
隙
間
に
置
く（
写
真
参
照
）。
た
だ
し
、

売
れ
る
物
を
す
べ
て
車
に
置
く
の
は
ス
ペ
ー
ス
の

面
で
難
し
い
た
め
、
彼
ら
は
高
く
売
れ
る
物
だ
け

を
確
保
し
、
安
い
物
は
ご
み
と
し
て
他
の
ご
み
と

一
緒
に
パ
ッ
カ
ー
車
内
に
放
り
込
む
。
例
え
ば
、

タ
イ
で
良
く
飲
ま
れ
て
い
る
ビ
ー
ル
の
シ
ン
ハ
ー

は
、
地
域
に
よ
っ
て
は
リ
タ
ー
ナ
ブ
ル
び
ん
で
は

な
く
、
割
っ
て
カ
レ
ッ
ト
に
し
て
び
ん
の
原
材
料

と
し
て
使
う
た
め
安
く
、
ご
み
と
し
て
車
内
に
放

り
込
む
。
し
か
し
、
ハ
イ
ネ
ケ
ン
や
チ
ャ
ン
は
リ

タ
ー
ナ
ブ
ル
び
ん
と
し
て
再
度
洗
っ
て
使
う
た
め

に
高
く
売
れ
る
の
で
、
こ
れ
ら
は
確
保
す
る
。
こ

の
よ
う
に
、
収
集
作
業
員
が
抜
き
取
る
の
は
、
高

く
売
れ
る
資
源
ご
み
だ
け
で
あ
る
。
彼
ら
が
抜
き

取
る
資
源
ご
み
が
、
ご
み
の
中
に
占
め
る
量
は
い

か
ほ
ど
か
を
調
べ
る
た
め
、
作
業
員
の
抜
き
取
る

量
を
調
査
し
た
。
デ
ー
タ
は
作
業
員
の
協
力
が
得

ら
れ
ず
難
航
し
た
が
、
作
業
費
を
提
供
す
る
こ
と

で
デ
ー
タ
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
資
源
ご

み
の
重
量
の
測
定
は
、
ご
み
の
収
集
が
終
わ
る
午

前
一
一
時
頃
、
埋
立
地
に
運
ぶ
大
型
車
に
積
み
替

え
る
中
間
処
理
施
設
（
市
役
所
か
ら
近
い
と
こ
ろ

に
あ
る
）
の
門
の
外
で
、
彼
ら
が
所
有
し
て
い
る
、

あ
ま
り
正
確
と
も
言
え
な
い
秤
で
毎
日
測
定
し
、

チ
ェ
ン
マ
イ
市
内
か
ら
来
て
い
る
サ
ー
レ
ン
に
提

示
。
そ
の
都
度
、
売
却
費
を
得
て
い
る
。
作
業
員

に
聞
い
た
と
こ
ろ
、
大
体
平
均
一
日
一
〇
〇
バ
ー

ツ
の
費
用
を
得
て
い
る
。
給
与
は
、
収
集
作
業
員

の
場
合
は
五
〇
〇
〇
バ
ー
ツ
、
運
転
手
は

七
〇
〇
〇
バ
ー
ツ
と
聞
い
て
い
る
の
で
、
こ
の
売

リポート現 地

表１　1人1日当たりの資源ごみ量の推計

資源ごみ量 １人１日
当たり

ごみ総排出量
を100％とした
場合の割合

資源ごみ総量
を100％とした
場合の割合

埋め立てられている資源ごみ量 121.0g 17.2% 54.7%

家庭の有価物売却量 56.0g 7.9% 25.3%

事業所の有価物売却量 31.0g 4.4% 14.0%

収集ごみから抜き取られた資源ごみ量 9.4g 1.3% 4.3%

コミュニティの有価物売却量 3.8g 0.5% 1.7%

資源ごみ総量 221.1g 31.4% 100.0%

ごみ総排出量合計 705.3g 100.0%
（出所）参考文献①から筆者作成。

収集作業員の抜き取り作業
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却
費
に
よ
り
、
月
に
二
〇
〇
〇
バ
ー
ツ
ほ
ど
の
収

入
を
給
与
に
上
乗
せ
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

収
入
は
、
少
な
い
給
与
を
補
う
も
の
と
い
う
こ
と

で
町
か
ら
黙
認
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
車
を
止

め
て
袋
を
破
り
、
資
源
ご
み
を
抜
き
取
る
の
で
、

抜
き
取
ら
な
い
場
合
に
比
べ
て
作
業
の
効
率
性
が

約
三
割
悪
く
な
る
（
町
職
員
か
ら
の
聞
き
取
り
）。

　

町
が
所
有
す
る
六
台
の
収
集
車
の
一
週
間
分
の
、

作
業
員
が
収
集
作
業
中
に
ご
み
袋
等
か
ら
抜
き

取
っ
て
い
る
資
源
ご
み
の
抜
き
取
り
率
を
寒
季
、

暑
季
、
雨
季
の
三
シ
ー
ズ
ン
で
調
べ
た
。
そ
の
加

重
平
均
は
八・
一
％
で
あ
っ
た
（
一
日
の
平
均
収

集
量
八
三
八
六
キ
ロ
の
二
％
）。
つ
ま
り
、
収
集

さ
れ
た
資
源
ご
み
の
中
の
わ
ず
か
八・
一
％
し
か

抜
き
取
れ
て
い
な
か
っ
た
（
表
２
、
図
１
）。
残

り
の
資
源
ご
み
は
埋
立
地
に
運
ば
れ
て
い
る
。
こ

の
資
源
ご
み
は
、
埋
立
地
で
ウ
ェ
ス
ト
ピ
ッ
カ
ー

が
拾
わ
な
い
限
り
、
収
集
さ
れ
る
ご
み
と
し
て
出

さ
れ
た
資
源
ご
み
の
約
九
割
が
埋
め
立
て
ら
れ
て

い
る
。
全
体
の
資
源
ご
み
の
総
量
の
中
で
は
半
数

以
上
が
埋
め
立
て
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る（
表
１
）。

　

資
源
ご
み
の
抜
き
取
り
率
を
個
別
に
見
る
と
、

値
段
の
高
い
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
は
、
ご
み
袋
の
中
に

あ
る
資
源
ご
み
の
約
五
割
を
抜
き
取
っ
て
い
た
。

次
に
値
段
の
高
い
び
ん
類
と
鉄
類
が
約
二
割
の
抜

き
取
り
率
で
あ
っ
た
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
は
数

パ
ー
セ
ン
ト
の
抜
き
取
り
率
で
あ
る
。

　

ネ
ル
ソ
ン
ら
（
参
考
文
献
⑥
）
に
よ
る
と
、
ピ

サ
ヌ
ロ
ー
ク
市
の
埋
立
地
に
運
ば
れ
た
埋
め
立
て

ご
み
の
中
に
あ
る
資
源
ご
み
は
、
ご
み
の
約
五
％

以
下
で
、
さ
ら
に
ウ
ェ
ス
ト
ピ
ッ
カ
ー
が
拾
っ
て

い
る
資
源
ご
み
は
、
埋
立
ご
み
の
中
の
わ
ず
か
約

〇・一
％
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

②
資
源
ご
み
仲
買
人
の
現
状

　

サ
ー
レ
ン
に
よ
っ
て
集
め
ら
れ
た
資
源
ご
み
は
、

仲
買
人
の
リ
サ
イ
ク
ル
業
者
に
売
却
さ
れ
る
。
仲

買
人
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
チ
ェ
ン
マ
イ
に
あ
る

リ
サ
イ
ク
ル
工
場
に
、
そ
れ
以
外
は
バ
ン
コ
ク
周

辺
に
運
び
売
却
し
て
い
る
。
チ
ェ
ン
マ
イ
で
大
規

模
な
店
を
二
店
、
中
規
模
の
店
を
四
店
、
聞
き
取

り
を
し
た
。

　

ど
の
仲
買
人
も
、紙
類
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
、缶・

金
属
類
、
び
ん
類
と
す
べ
て
の
資
源
ご
み
を
扱
っ

て
い
た
。
日
本
で
は
、
紙
、
金
属
、
ガ
ラ
ス
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
と
そ
れ
ぞ
れ
専
門
店
に
分
か
れ
て
い

る
の
が
普
通
で
あ
る
。
ま
た
、
仲
買
人
の
中
に
は
、

紙
類
や
空
き
缶
等
の
金
属
類
を
圧
縮
す
る
設
備
を

持
た
な
い
業
者
が
あ
っ
た
り
、
あ
っ
て
も
、
数
キ

ロ
離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
業
者
が
あ
っ
た
り
す
る
。

運
送
代
が
最
も
費
用
が
か
か
る
の
で
あ
る
か
ら
、

圧
縮
設
備
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
資
源
ご
み
に

高
い
付
加
価
値
を
付
け
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
同
じ
よ
う
に
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
は
溶
融

設
備
が
あ
れ
ば
、
イ
ン
ゴ
ッ
ト
に
し
て
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
造
会
社
に
売
却
で
き
る
が
、
チ
ェ
ン
マ

イ
市
周
辺
で
聞
き
取
り
し
た
限
り
で
は
、
ど
の
店

も
設
備
を
持
た
ず
、
ま
た
か
さ
ば
る
た
め
に
発
泡

ス
チ
ロ
ー
ル
を
取
り
扱
っ
て
い
な
か
っ
た
。

　

③
リ
サ
イ
ク
ル
産
業
の
問
題
点

　

メ
ー
リ
ン
に
あ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル

タイの廃棄物処理・リサイクル事情と今後の援助の方向性

表２　収集作業員の年間平均抜き取り率

資 源 ご み
1日平均資源ごみ（365日）

資源ごみ量
（kg） 割　合 資源ごみ中の

抜き取り率
紙類 38.3� 22.6% 10.5%

段ボール 18.3� 10.8% 13.6%

ガラス類 55.8� 32.9% 20.5%

鉄類 10.8� 6.4% 15.3%

アルミニウム 1.9� 1.1% 49.1%

プラスチック類 44.5� 26.2% 3.8%

合計 169.5� 100.0% 8.1%

1日の平均収集量 8,386� 2.0%
（出所）参考文献①。
（注）３シーズンを考慮して加重平均で計測。
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図１　収集作業員の資源ごみ抜き取り率
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ム
に
基
づ
く
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
を
パ
ッ
ケ
ー

ジ
に
し
て
、
円
借
款
等
で
普
及
を
図
っ
て
は
ど
う

か
と
提
案
し
た
い
。

（
ふ
な
き　

け
ん
と
く
／
（
株
）
国
際
開
発

ア
ソ
シ
エ
イ
ツ
・
パ
ー
マ
ネ
ン
ト
エ
キ
ス

パ
ー
ト
）

《
参
考
文
献
》

①
「
サ
ン
カ
ン
ペ
ン
町
廃
棄
物
管
理
計
画
試
案―

埋
立
ご
み
の
半
減
を
目
指
し
て
」（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

元
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
舟
木
賢
徳
・
齋
藤

隆
・
蓮
見
益
男
作
成
）
二
〇
〇
七
年
。

②
藤
井
美
文
「
タ
イ
に
お
け
る
廃
棄
物
問
題
の
構

造
と
国
際
協
力
の
課
題―

タ
イ
南
部
で
の
協

力
事
例
を
も
と
に
」
寺
尾
忠
能
・
大
塚
健
司
編

『
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
下
の
ア
ジ
ア
に
お

け
る
環
境
政
策
』
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、

二
〇
〇
五
年
。

③
永
井
史
男
「
な
ぜ
タ
イ
の
地
方
分
権
は
わ
か
り

に
く
い
の
か
」、「
地
域
の
住
民
は
地
方
分
権
を

ど
う
見
て
い
る
か
」（『
盤
谷
日
本
人
商
工
会
議

所
所
報
』
所
収
、
二
〇
〇
三
年
）。

④
津
田
幸
一「
チ
ェ
ン
マ
イ
環
境
通
信
」（CH

A
O
   

所
収
）。

⑤PC
D

, "Thailand E
nvironm

ent M
onitor 

2003."

⑥N
elson, M

ichael H
. ed., Thai Politics: G

lob-

al and Local Perspectives, N
onthaburi: K

ing 

Prajadhipok's Institute, 2002.

学
リポート現 地

工
場
を
見
学
し
た
。
破
砕
機
二
台
が
定
期
点
検
日

で
、
観
察
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
破
砕
さ
れ
た
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
薄
片
は
、
皮
膚
の
た
だ
れ
や
失
明

の
危
険
の
あ
る
苛
性
ソ
ー
ダ
を
入
れ
た
洗
濯
機
で

洗
い
、
洗
濯
後
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
真
水
の
池
に

沈
め
て
洗
い
落
す
。
池
の
中
は
腰
の
高
さ
位
で
、

作
業
員
が
池
の
中
に
体
ご
と
沈
め
て
、
薄
片
を
次

の
池
に
運
び
こ
み
、
最
後
は
鉄
の
容
器
に
詰
め
る

と
い
う
作
業
を
し
て
い
る
。
洗
い
終
わ
っ
た
薄
片

は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ペ
レ
ッ
ト
製
造
機
で
、
溶
融

さ
れ
、
板
状
に
さ
れ
た
後
、
櫛
状
の
所
を
通
っ
て

糸
状
に
さ
れ
、
水
の
中
を
く
ぐ
っ
て
冷
や
さ
れ
た

後
、
ペ
レ
ッ
ト
に
カ
ッ
ト
さ
れ
て
、
人
手
で
袋
に

詰
め
込
む
。
こ
の
状
態
で
、
バ
ン
コ
ク
に
ト
ラ
ッ

ク
で
運
ん
で
い
る
。
池
か
ら
池
は
、
足
場
の
悪
い

木
の
板
で
あ
る
。
作
業
の
安
全
性
に
疑
問
が
残
る
。

洗
浄
後
の
水
は
、
土
の
中
に
埋
め
た
五
つ
の
タ
ン

ク
を
通
す
。
浄
化
作
業
は
さ
れ
て
い
な
い
。
最
後

は
ペ
レ
ッ
ト
が
外
に
流
れ
出
な
い
よ
う
フ
ィ
ル

タ
ー
を
通
し
、
最
終
的
に
は
、
土
の
池
に
溜
め
込

む
。
汚
水
は
専
門
業
者
が
引
き
取
り
に
来
る
と
言

う
。
工
場
の
あ
ち
こ
ち
に
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

破
片
が
落
ち
て
お
り
、
こ
れ
ら
が
川
、
海
へ
と
流

れ
出
て
、
環
境
を
汚
染
す
る
の
で
は
な
い
か
と
危

惧
さ
れ
た
。

　

袋
に
ペ
レ
ッ
ト
を
詰
め
る
作
業
で
は
、
学
校
に

行
く
べ
き
少
年
も
働
い
て
お
り
、
違
法
な
児
童
労

働
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
た
。
作
業
者
の
月
収
は

三
〇
〇
〇
～
四
〇
〇
〇
バ
ー
ツ
程
度
で
、
日
曜
日

の
み
休
み
（
公
務
員
は
土
・
日
休
み
）。
し
か
も
、

日
雇
い
程
度
の
身
分
保
障
の
人
が
大
部
分
で
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
の
移
民
も
多
い
と
聞
い
た
。
リ

サ
イ
ク
ル
の
現
場
は
、
環
境
や
作
業
者
の
待
遇
に

疑
問
の
残
る
も
の
だ
っ
た
。

●
今
後
の
タ
イ
で
の
廃
棄
物
管
理
支
援

の
方
向
性

　

上
記
の
よ
う
に
タ
イ
の
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

の
最
大
の
欠
点
は
、
民
間
リ
サ
イ
ク
ル
業
者
だ
っ

た
ら
行
わ
な
い
方
式
、
つ
ま
り
紙
類
と
生
ご
み
を

混
ぜ
て
し
ま
う
よ
う
な
資
源
ご
み
の
価
値
が
下
が

る
方
式
で
あ
る
こ
と
。
分
別
で
き
な
い
、
割
れ
て

し
ま
っ
た
細
か
な
び
ん
の
欠
け
ら
と
か
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
破
砕
片
と
い
っ
た
埋
立
地
に
運
ぶ
し
か

な
い
残
渣
物
が
大
量
に
出
る
こ
と
。
そ
の
た
め
、

作
業
環
境
も
劣
悪
に
な
り
や
す
い
こ
と
で
あ
る
。

先
進
的
と
さ
れ
る
ド
イ
ツ
で
も
、
容
器
包
装
に
つ

い
て
は
、
缶
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
袋
・
ボ
ト
ル
類
、

紙
類
を
一
括
で
黄
色
の
容
器
・
袋
で
道
路
際
に
出

し
、
そ
れ
を
パ
ッ
カ
ー
車
が
回
収
、
リ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー
に
運
び
分
別
し
て
い
る
。
セ
ン
タ
ー
を

見
学
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
作
業
場
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
地
面
は
ご
み
で
埋
ま
っ
て
お
り
い
い
作

業
環
境
と
は
言
え
ず
、
働
い
て
い
る
人
々
も
移
民

が
作
業
を
担
っ
て
い
た
。
残
渣
物
も
大
量
に
出
る

と
聞
く
。
こ
れ
に
対
し
て
日
本
の
リ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー
で
は
、
資
源
ご
み
を
排
出
す
る
段
階
で
分

け
る
こ
と
で
資
源
の
価
値
が
高
ま
り
、
高
く
売
却

で
き
る
こ
と
。
埋
立
地
に
行
く
し
か
な
い
残
渣
物

を
少
な
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
障
害
者
も

働
け
る
清
潔
な
作
業
環
境
と
な
っ
て
い
る
。
日
本

の
優
れ
た
分
別
収
集
の
シ
ス
テ
ム
と
そ
の
シ
ス
テ


